
圧力容器は、コンピューター制御されたフィラメントファインディングマシンによって製造されており、米国機械エンジニア協会のボイラーおよび圧力容器コードに準拠して作られています。
すべてのグラスファイバー圧力容器は、一貫して安全な製品を確保するために、産業安全基準である米国機械エンジニア協会仕様コードX（ASME）に製造されています。
容器のボディは、グラスファイバー強化プラスチック（FRP）から製造されています。圧力容器は、長さに関係なく、すべての主要なメーカー「膜」をカバーするために生産できます。
作業圧力範囲は通常、300psiから1200psiです。

*詳細を要求するときは、膜の種類と長さをアドバイスしてください。



8 "圧力容器エンドポート300 psi〜1200 psi

要素の＃ 1〜7
作業圧力 300psi、400psi、600psi、1000psiおよび1200psi
作業温度 -7℃から49℃。
標準色 薄緑色からわら、カスタマイズ可能



RKSfluid （タイ工場） グラスファイバー圧力容器の製造を専門としており、圧力評価は300〜1200 psiで、水処理および工業用ろ過システムで広く使用されています。

圧力容器は、コンピューター制御されたフィラメントファインディングマシンによって製造されており、米国機械エンジニア協会のボイラーおよび圧力容器コードに準拠して作られています。
すべてのグラスファイバー圧力容器は、一貫して安全な製品を確保するために、産業安全基準である米国機械エンジニア協会仕様コードX（ASME）に製造されています。


